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成田空港 34L 着陸に関連するアンケート依頼 
 

1. NAA（成田空港株式会社）のアンケートにALPA Japanが協力します！ 
 
 ALPA Japan AGE 委員会は、国内空港の視察を通じて空港管理に関わる多くの方々とお会いし、

パイロットから見た空港環境について意見交換を行っています。また IFALPA AGE Committee

に参加し、国際的な視点で空港環境について情報アップデートを行っています。 

 昨年 11 月には、日本で開催された ACI (Airport Council International) Safety Committee in 

Asia/Pacific に、IFALPA 代表として ALPA Japan AGE 委員会メンバーがオブザーバー参加し

ました。ACI とは、一言でいうと「世界各国の民間空港の集まり」です。海外の主空港は民間

経営が一般的であり、各空港会社はそれぞれの空港における安全向上について会社間で情報交換

を行っており、それを取りまとめているのが ACI という組織です。今回の会議は NAA（成田空

港株式会社）がホストを務めたこともあって、AGE 委員会のメンバーと NAA の職員が成田空港

の安全について直に意見交換をすることが出来ました。 

 今般、NAA が現場のパイロットの声を聞きたいという依頼を受け、AGE 委員会はそれに協力

する立場で皆様にアンケートをお願いすることにしました。皆様の声を成田空港の利用向上に繋

げるため、下記のアンケート記入へ是非ともご協力をお願い致します。 

 
（締め切りは 3 月末日です。所属単組へ提出をお願い致します。） 

 

2. R34Lの着陸距離4,000m化に関するアンケート（成田国際空港株式会社） 
 
＜ご回答方法＞ ・ あてはまる選択肢を○で囲んでください。 

 ・ ご意見などございましたら、自由記入欄にご記入ください。 

【ご回答者の情報】 

 成田到着日時（    月    日    時） 航 空 会 社（               ） 

 使 用 機 材（               ）   駐機スポット（               ） 
 
１．【34L 進入について】 

１）34L-PALS(750m)・RTHL について、ガイダンスは以前と比べ変化がありましたか。 

①（以前より）良くなった   ② 変わらない   ③（以前より）悪くなった  

２）34L-ILS（GP・LOC/T-DME）について、受信状態は以前と比べ変化がありましたか。 

①（以前より）良くなった   ② 変わらない   ③（以前より）悪くなった  
        

  ＜裏面へ続く＞ 



 

３）34L 最終進入コース下にある近接物件について 

  a. 近接物件の識別は ① 容易    ② 難しい    ③ その他（                   ） 

  b. 運航への影響は  ① 特にない  ② ある（具体的な影響：              ） 

４）34L 進入に関するご意見、ご要望等がございましたらご記入ください 

 
 
 
 

 
２．【34L 着陸後の滑走路離脱について】 

１）34L 着陸後に使用された離脱誘導路について 

a. 着陸距離 4000m 後、よく使用される離脱誘導路 

 ① A-3   ② A-4   ③ A-5  ④ A-7  ⑤ その他（誘導路名：        ） 

b. 着陸距離 3250m 時によく使用された離脱誘導路 

 ① A-3   ② A-4   ③ A-5  ④ A-7  ⑤ その他（誘導路名：         ） 

２）滑走路からの離脱に際し、目標とした誘導路の識別は容易でしたか。 

 ① 容易   ② 普通   ③ 難しい  ④ その他（                      ） 

３）離脱誘導路の取付け位置（34L 末端からの距離）および形状について 

a. 取付け位置（34L 末端からの距離）および形状は適切ですか。 

 ① 適切   ② 近い   ③ 遠い   ④ その他（                      ） 

b. （上記 a.において「① 適切」以外の回答の場合のみ）34L 末端からどの辺りの距離に 

あれば望ましい位置とお考えですか。 

 望ましい位置：                                        

４）34L 着陸後の離脱について、ご意見、ご要望等がございましたらご記入ください。 

 
 
 
 
 
 
３．【A-5 を離脱誘導路として使用された場合】（他の誘導路を使用した場合は４．へ） 

１）A-5 から離脱しようとした場合 

a. W6 GWY からの出発機があった場合気になりますか。 

  A. 大いに気になる   B. やや気になる   C. あまり気にならない   D. 気にならない  

b.（上記 a.において「A.」及び「B.」との回答の場合）どのような状況でしたか。 

                                     
 

 

２）A-5 から A 誘導路への右旋回（半径 40m）は容易でしたか。 

 ① 容易   ② 普通   ③ 難しい   ④ その他（                 ） 
 
４．その他、34L 運用に関するご意見、ご要望等がございましたらご記入ください。 

 
 
 
 

                         ご協力ありがとうございました。 


